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(57)【特許請求の範囲】
【請求項１】
　テレビジョン放送受信機能と情報取得機能とを有するテレビジョン受信機であって、
　受信したテレビジョン信号に基づき、映像と音声とを出力するテレビジョン放送受信手
段と、
　前記テレビジョン信号から、アクセス可能なリンク先の属性情報を抽出するリンク先情
報抽出手段と、
　前記リンク先情報抽出手段で抽出された属性情報を用いて、ユーザによって指定された
リンク先から情報を取得する情報取得手段と、
　リンク先が特定リンク先であるか否かを識別するための識別情報を記憶する識別情報記
憶手段と、
　前記リンク先情報抽出手段で抽出された属性情報が前記識別情報記憶手段に記憶されて
いるか否かに応じて、当該属性情報が前記識別情報記憶手段に記憶されている場合にはリ
ンク先を特定リンク先であると、当該属性情報が前記識別情報記憶手段に記憶されていな
い場合にはリンク先を特定リンク先ではないと判断し、当該判断に従い、特定リンク先が
強調されるように、リンク先の表示態様または音声出力を切り替える制御手段とを備えた
、テレビジョン受信機。
【請求項２】
　前記リンク先情報抽出手段で抽出された属性情報を用いて、アクセス可能なリンク先を
提示する提示手段をさらに備え、
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　前記提示手段は、前記制御手段における判断に従い、アクセス可能なリンク先の提示態
様を切り替えることを特徴とする、請求項１に記載のテレビジョン受信機。
【請求項３】
　前記提示手段は、前記制御手段における判断に従い表示態様を切り替えながら、アクセ
ス可能なリンク先をアイコンを用いて表示することを特徴とする、請求項２に記載のテレ
ビジョン受信機。
【請求項４】
　前記提示手段は、前記制御手段における判断に従い各リンク先ごとに表示態様を切り替
えながら、アクセス可能なリンク先を一覧表示することを特徴とする、請求項２に記載の
テレビジョン受信機。
【請求項５】
　通信回線を介して接続された情報サーバとの間で通信を行う通信手段をさらに備え、
　前記情報取得手段は、前記通信手段を用いて前記情報サーバから情報を取得することを
特徴とする、請求項１に記載のテレビジョン受信機。
【請求項６】
　リンク先に対するアクセス履歴を記憶するアクセス履歴記憶手段をさらに備え、
　前記制御手段は、前記情報取得手段が特定リンク先にアクセスしたときに前記アクセス
履歴を更新し、所定の時期に前記通信手段を用いて前記アクセス履歴を送信することを特
徴とする、請求項５に記載のテレビジョン受信機。
【請求項７】
　前記制御手段は、前記通信手段を用いて前記情報サーバから前記識別情報を受信し、受
信した識別情報を前記識別情報記憶手段に書き込むことを特徴とする、請求項６に記載の
テレビジョン受信機。
【請求項８】
　前記制御手段は、前記テレビジョン信号に含まれているテレビジョン受信機保守用デー
タから前記識別情報を抽出し、抽出した識別情報を前記識別情報記憶手段に書き込むこと
を特徴とする、請求項１に記載のテレビジョン受信機。
【請求項９】
　前記リンク先情報抽出手段は、属性情報として、少なくとも、リンク先のアドレス情報
を抽出し、
　前記識別情報記憶手段は、識別情報として、少なくとも、特定リンク先のアドレス情報
を記憶することを特徴とする、請求項１に記載のテレビジョン受信機。
【請求項１０】
　前記リンク先情報抽出手段は、属性情報として、少なくとも、リンク先の名称とアドレ
ス情報とを抽出し、
　前記識別情報記憶手段は、識別情報として、少なくとも、特定リンク先の名称とアドレ
ス情報とを記憶することを特徴とする、請求項１に記載のテレビジョン受信機。
【請求項１１】
　前記リンク先情報抽出手段は、属性情報として、少なくとも、リンク先の名称とアドレ
ス情報と管理者情報とを抽出し、
　前記識別情報記憶手段は、識別情報として、少なくとも、特定リンク先の名称とアドレ
ス情報と管理者情報とを記憶することを特徴とする、請求項１に記載のテレビジョン受信
機。
【請求項１２】
　複数のテレビジョン受信機が特定リンク先にアクセスしたときのアクセス数を集計する
方法であって、
　各前記テレビジョン受信機が、
　　通信手段と、
　　受信したテレビジョン信号に基づき、映像と音声とを出力するテレビジョン放送受信
手段と、
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　　前記テレビジョン信号から、アクセス可能なリンク先の属性情報を抽出するリンク先
情報抽出手段と、
　　前記リンク先情報抽出手段で抽出された属性情報を用いて、ユーザによって指定され
たリンク先から情報を取得する情報取得手段と、
　　リンク先が特定リンク先であるか否かを識別するための識別情報を記憶する識別情報
記憶手段と、
　　リンク先に対するアクセス履歴を記憶するアクセス履歴記憶手段と、
　　前記リンク先情報抽出手段で抽出された属性情報が前記識別情報記憶手段に記憶され
ているか否かに応じて、当該属性情報が前記識別情報記憶手段に記憶されている場合には
リンク先を特定リンク先であると、当該属性情報が前記識別情報記憶手段に記憶されてい
ない場合にはリンク先を特定リンク先ではないと判断する処理と、前記情報取得手段が特
定リンク先にアクセスしたときに前記アクセス履歴を更新し、所定の時期に前記通信手段
を用いて前記アクセス履歴を送信する処理とを行う制御手段とを備える場合に実行され、
　前記識別情報を各前記テレビジョン受信機に提供するステップと、
　テレビジョン放送システムを用いて、前記テレビジョン受信機からアクセス可能なリン
ク先の属性情報を含んだテレビジョン信号を送信するステップと、
　各前記テレビジョン受信機から送信されたアクセス履歴を受信するステップと、
　各前記テレビジョン受信機から受信したアクセス履歴に基づき、特定リンク先に対する
アクセス数を求めるステップとを備えた、アクセス数集計方法。
【請求項１３】
　求めたアクセス数を特定リンク先の管理者システムに提供するステップをさらに備えた
、請求項１２に記載のアクセス数集計方法。
【請求項１４】
　求めたアクセス数を前記テレビジョン放送システムに提供するステップをさらに備えた
、請求項１２に記載のアクセス数集計方法。
【請求項１５】
　特定リンク先が広告サイトであることを特徴とする、請求項１２に記載のアクセス数集
計方法。
【請求項１６】
　テレビジョン放送受信機能と情報取得機能とを有するテレビジョン受信機であって、
　受信したテレビジョン信号に基づき、映像と音声とを出力するテレビジョン放送受信手
段と、
　前記テレビジョン信号から、アクセス可能なリンク先の属性情報を抽出するリンク先情
報抽出手段と、
　前記リンク先情報抽出手段で抽出された属性情報を用いて、ユーザによって指定された
リンク先から情報を取得する情報取得手段と、
　リンク先が特定リンク先であるか否かを識別するための識別情報を記憶する識別情報記
憶手段と、
　前記リンク先情報抽出手段で抽出された属性情報が前記識別情報記憶手段に記憶されて
いるか否かに応じて、当該属性情報が前記識別情報記憶手段に記憶されている場合にはリ
ンク先を特定リンク先であると判断し、当該判断に従い、特定リンク先が強調されるよう
に、リンク先の表示態様または音声出力を切り替える制御手段とを備えた、テレビジョン
受信機。
【請求項１７】
　複数のテレビジョン受信機が特定リンク先にアクセスしたときのアクセス数を集計する
方法であって、
　各前記テレビジョン受信機が、
　通信手段と、
　受信したテレビジョン信号に基づき、映像と音声とを出力するテレビジョン放送受信手
段と、
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　前記テレビジョン信号から、アクセス可能なリンク先の属性情報を抽出するリンク先情
報抽出手段と、
　前記リンク先情報抽出手段で抽出された属性情報を用いて、ユーザによって指定された
リンク先から情報を取得する情報取得手段と、
　リンク先が特定リンク先であるか否かを識別するための識別情報を記憶する識別情報記
憶手段と、
　リンク先に対するアクセス履歴を記憶するアクセス履歴記憶手段と、
　前記リンク先情報抽出手段で抽出された属性情報が前記識別情報記憶手段に記憶されて
いるか否かに応じて、当該属性情報が前記識別情報記憶手段に記憶されている場合にはリ
ンク先を特定リンク先であると判断する処理と、前記情報取得手段が特定リンク先にアク
セスしたときに前記アクセス履歴を更新し、所定の時期に前記通信手段を用いて前記アク
セス履歴を送信する処理とを行う制御手段とを備える場合に実行され、
　前記識別情報を各前記テレビジョン受信機に提供するステップと、
　テレビジョン放送システムを用いて、前記テレビジョン受信機からアクセス可能なリン
ク先の属性情報を含んだテレビジョン信号を送信するステップと、
　各前記テレビジョン受信機から送信されたアクセス履歴を受信するステップと、
　各前記テレビジョン受信機から受信したアクセス履歴に基づき、特定リンク先に対する
アクセス数を求めるステップとを備えた、アクセス数集計方法。
【発明の詳細な説明】
【０００１】
【発明の属する技術分野】
本発明は、テレビジョン受信機、および、テレビジョン受信機からのアクセス数を集計す
る方法に関する。本発明の対象となる装置は、一般的なテレビジョン受信機、パーソナル
コンピュータ、携帯電話、携帯情報端末など、テレビジョン受信機能を有する各種の機器
である。
【０００２】
【従来の技術】
デジタルテレビジョン放送では、映像および音声に加えて、各種のデータがテレビジョン
信号に含めて送信される。図１２は、従来のテレビジョン受信機の構成を示すブロック図
である。従来のテレビジョン受信機１１０は、アンテナ１１を用いて、テレビジョン放送
システム１４１からテレビジョン信号を受信し、チューナ１２、トランスポートストリー
ムデコーダ１３（以下、ＴＳデコーダと略称する）、バッファメモリ１４、および、オー
ディオビデオデコーダ１５（以下、ＡＶデコーダと略称する）を用いて、受信したテレビ
ジョン信号に基づき映像と音声と求める。ＯＳＤ（On Screen Display ）コントローラ１
６は、文字や図形などを含んだビットマップデータを生成する。モニタ１７には、ＡＶデ
コーダ１５から出力された映像と、ＯＳＤコントローラ１６から出力された文字や図形な
どとが表示される。リモコン２１および受光部２２は、ユーザからの指示を入力する入力
手段として機能し、モデム２３は、通信回線１に接続する通信手段として機能する。テレ
ビジョン受信機１１０は、通信回線１とインターネット２とを介して、情報サーバ１４２
に接続される。
【０００３】
マイクロコンピュータ１２０（以下、マイコンと略称する）は、テレビジョン受信機１１
０の各構成要素を制御するとともに、以下に示すように、ブックマークデータを受信して
リンク先にアクセスする処理を行う。テレビジョン受信機１１０は、テレビジョン放送シ
ステム１４１から、ブックマークデータを含んだテレビジョン信号を受信する。ブックマ
ークデータには、放送中の番組や広告などに関連した情報にアクセスするための属性情報
（例えば、リンク先の名称やリンク先ＵＲＬ（Uniform Resource Locator）などをいう。
以下、リンク先情報という）が含まれている。テレビジョン受信機１１０がブックマーク
データを受信したとき、マイコン１２０は、ブックマークデータの受信を示すアイコンを
モニタ１７に表示させる。ユーザは、表示されたアイコンを認識し、必要に応じて、受信
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したブックマークデータを記憶するようテレビジョン受信機１１０に指示する。さらにユ
ーザは、番組や広告などを視聴した後に、記憶したブックマークデータに含まれているリ
ンク先情報を用いてリンク先にアクセスするようテレビジョン受信機１１０に指示する。
マイコン１２０がこれらユーザの指示に応じた処理を行うことにより、ユーザは、番組や
広告などの放送中に送信されたブックマークデータに基づき、番組や広告などを視聴した
後に、所望のリンク先から各種の情報を取得することができる。
【０００４】
図１３および図１４を参照して、テレビジョン受信機１１０の動作を説明する。テレビジ
ョン受信機１１０は、ブックマークデータを受信するときには、図１３に示す処理を行い
、リンク先にアクセスするときには、図１４に示す処理を行う。テレビジョン受信機１１
０がブックマークデータを受信すると（図１３のステップＳ１１１）、マイコン１２０は
、受信したブックマークデータを解析し、リンク先の名称とリンク先ＵＲＬとを抽出する
（ステップＳ１１２）。次に、マイコン１２０は、ＯＳＤコントローラ１６を制御して、
ブックマークデータの受信を示すアイコンをモニタ１７に表示させる（ステップＳ１１３
）。ユーザは、表示されたアイコンを認識し、リモコン２１のボタンを押すなどにより、
ブックマークデータを記憶するようテレビジョン受信機１１０に指示する。マイコン１２
０は、ブックマークデータの記憶が指示されたか否かを判断し（ステップＳ１１４）、指
示されたときには、ステップＳ１１１で受信したブックマークデータをブックマークデー
タ記憶部２４に書き込む（ステップＳ１１５）。このようにして、テレビジョン受信機１
１０は、受信したブックマークデータを記憶する。
【０００５】
ユーザは、番組や広告などを視聴した後に、リモコン２１などを用いて、ブックマークデ
ータの一覧表示を行うようテレビジョン受信機１１０に指示する。マイコン１２０は、一
覧表示指示を受け取ると（図１４のステップＳ１２１）、ブックマークデータ記憶部２４
に記憶されたブックマークデータからリンク先の名称とリンク先ＵＲＬとを抽出し（ステ
ップＳ１２２）、ＯＳＤコントローラ１６を制御して、ブックマークデータ記憶部２４か
ら読み出した順序でリンク先をモニタ１７に一覧表示させる（ステップＳ１２３）。ユー
ザは、表示された一覧表示を認識し、リモコン２１などを用いて、アクセスすべきリンク
先を指定する。マイコン１２０は、リンク先の指定を受けると（ステップＳ１２４）、モ
デム２３を制御して指定されたリンク先にアクセスし、情報サーバ１４２から情報を取得
する。取得された情報は、マイコン１２０の制御により、モニタ１７に表示される（ステ
ップＳ１２５）。
【０００６】
上記のテレビジョン受信機に関する技術とは別に、インターネットに接続された端末装置
がリンク先にアクセスしたときのアクセス数を集計する方法として、次のような方法が知
られている。図１５は、従来のアクセス数集計方法を示す図である。この方法では、情報
サーバ１４２が、ポータルサイト１５３を提供するとともに、ポータルサイト１５３経由
でリンク先がアクセスされたときのアクセス数を求める。情報サーバ１４２には、サイト
の管理情報を記憶したサイトデータベース１５１と、リンク先に対するアクセス履歴を記
憶したアクセス履歴データベース１５２とが設けられる。広告サイト１４３ａ、１４３ｂ
は、広告情報を提供するサイトである。広告サイト１４３ａ、１４３ｂには、ポータルサ
イト１５３からリンクが張られる。端末装置１００は、ポータルサイト１５３に一旦アク
セスし、リンクをたどって広告サイト１４３ａ、１４３ｂにアクセスする。図１５におい
て、符号Ｐ１１２を付した２本の矢印は、それぞれ、ポータルサイト１５３にアクセスす
ることと、広告サイト１４３ｂにアクセスすることを表している。
【０００７】
例えば、広告サイト１４３ｂに対するアクセス数を集計する場合、広告主システム１４４
は、その旨を情報サーバ１４２に指示する（図１５におけるＰ１１１）。情報サーバ１４
２は、サイトデータベース１５１に、広告サイト１４３ｂがアクセス履歴を求めるべきリ
ンク先であることを書き込む。端末装置１００がポータルサイト１５３経由で広告サイト
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１４３ｂにアクセスしたとき、情報サーバ１４２は、アクセス履歴データベース１５２を
更新する（Ｐ１１２）。所定の時間経過後、情報サーバ１４２は、アクセス履歴データベ
ース１５２に記憶されたアクセス履歴に基づき、広告サイト１４３ｂに対するアクセス数
を集計して、広告主システム１４４に送信する（Ｐ１１３）。このようにして、広告主シ
ステム１４４は、ポータルサイト経由で広告サイト１４３ｂがアクセスされたときのアク
セス数を提供される。
【０００８】
なお、ブックマークデータを用いてインターネットにアクセスする方法については、例え
ば、特許文献１に記載された方法が知られている。特許文献１には、複数のブックマーク
を用いてインターネットにアクセスするための方法が記載されている。
【０００９】
【特許文献１】
特開平１１－２６５３３５号公報、段落００１７－００１８
【００１０】
【発明が解決しようとする課題】
しかしながら、上記従来のテレビジョン受信機は、リンク先を区別する機能を有していな
い。このため、従来のテレビジョン受信機は、ユーザに対して特定のリンク先（例えば、
特定の広告主の広告サイト）を強調して提示することができず、特定のリンク先を区別し
てアクセス履歴を求めることもできない。
【００１１】
また、ポータルサイト運営事業者や広告提供事業者は、広告主から依頼を受けて、ポータ
ルサイトに広告情報を掲載したり、広告サイトのリンク先情報を含んだブックマークデー
タをテレビジョン信号に含めて送信させたりする。これらの業者は、自らの活動が広告効
果の向上に寄与したことを広告主に示す目的で、ブックマークデータに含まれているリン
ク先情報を用いて広告サイトがアクセスされたときのアクセス数を集計したいと考える。
ところが、上記従来のアクセス数集計方法では、リンク先に対するアクセスがブックマー
クデータに基づくものであるか否かは判断されない。このため、ポータルサイト運営事業
者や広告提供事業者は、ブックマークデータに基づきリンク先がアクセスされたときのア
クセス数を集計することができず、自らの活動の成果を効果的に広告主に示すことができ
ない。
【００１２】
それ故に、本発明は、上記の課題を解決するテレビジョン受信機、および、テレビジョン
受信機からのアクセス数集計方法を提供することを目的とする。
【００１３】
【課題を解決するための手段および発明の効果】
　第１の発明は、テレビジョン放送受信機能と情報取得機能とを有するテレビジョン受信
機であって、
　受信したテレビジョン信号に基づき、映像と音声とを出力するテレビジョン放送受信手
段と、
　テレビジョン信号から、アクセス可能なリンク先の属性情報を抽出するリンク先情報抽
出手段と、
　リンク先情報抽出手段で抽出された属性情報を用いて、ユーザによって指定されたリン
ク先から情報を取得する情報取得手段と、
　リンク先が特定リンク先であるか否かを識別するための識別情報を記憶する識別情報記
憶手段と、
　リンク先情報抽出手段で抽出された属性情報が識別情報記憶手段に記憶されているか否
かに応じて、当該属性情報が識別情報記憶手段に記憶されている場合にはリンク先を特定
リンク先であると、当該属性情報が識別情報記憶手段に記憶されていない場合にはリンク
先を特定リンク先ではないと判断し、当該判断に従い、特定リンク先が強調されるように
、リンク先の表示態様または音声出力を切り替える制御手段とを備える。
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　このような第１の発明によれば、テレビジョン受信機は、識別情報を用いてリンク先が
特定リンク先であるか否かを判断し、その判断に基づきリンク先に対する処理を切り替え
る。これにより、リンク先をアイコン表示するときに特定リンク先を強調表示したり、リ
ンク先を一覧表示するときに特定リンク先を先に表示したりすることができる。また、特
定リンク先を区別してアクセス履歴を求めることができるので、特定リンク先に対するア
クセス数を集計することができる。このような特定リンク先としては、例えば、特定の広
告主の広告サイトなどが選択される。
【００１４】
第２の発明は、第１の発明において、リンク先情報抽出手段で抽出された属性情報を用い
て、アクセス可能なリンク先を提示する提示手段をさらに備え、
提示手段は、制御手段における判断に従い、アクセス可能なリンク先の提示態様を切り替
えることを特徴とする。
このような第２の発明によれば、テレビジョン受信機は、リンク先が特定リンク先である
か否かに応じてリンク先の提示態様を切り替えるので、リンク先を提示するときに、特定
リンク先を強調表示したり、優先的に表示したりすることができる。これにより、特定リ
ンク先に対するアクセスを増加させることができる。特定リンク先として広告サイトを選
択することにより、広告サイトに対するアクセスを増加させ、広告効果を高めることがで
きる。
【００１５】
第３の発明は、第２の発明において、提示手段は、制御手段における判断に従い表示態様
を切り替えながら、アクセス可能なリンク先をアイコンを用いて表示することを特徴とす
る。
このような第３の発明によれば、テレビジョン受信機は、リンク先をアイコン表示すると
きに、特定リンク先を強調表示するので、特定リンク先に対するアクセスを増加させるこ
とができる。
【００１６】
第４の発明は、第２の発明において、提示手段は、制御手段における判断に従い各リンク
先ごとに表示態様を切り替えながら、アクセス可能なリンク先を一覧表示することを特徴
とする。
このような第４の発明によれば、テレビジョン受信機は、リンク先を一覧表示するときに
、特定リンク先を先に表示したり、強調表示したりするので、特定リンク先に対するアク
セスを増加させることができる。
【００１７】
第５の発明は、第１の発明において、通信回線を介して接続された情報サーバとの間で通
信を行う通信手段をさらに備え、
情報取得手段は、通信手段を用いて情報サーバから情報を取得することを特徴とする。
このような第５の発明によれば、テレビジョン受信機は、通信回線を介して接続されたサ
ーバから、ユーザによって指定された情報を取得する。このようにテレビジョン受信機は
、テレビジョン放送とは別の手段で情報を取得し、ユーザに提供することができる。
【００１８】
第６の発明は、第５の発明において、リンク先に対するアクセス履歴を記憶するアクセス
履歴記憶手段をさらに備え、
制御手段は、情報取得手段が特定リンク先にアクセスしたときにアクセス履歴を更新し、
所定の時期に通信手段を用いてアクセス履歴を送信することを特徴とする。
このような第６の発明によれば、テレビジョン受信機は、特定リンク先に対するアクセス
履歴を求め、求めたアクセス履歴を適宜送信する。テレビジョン受信機から送信されたア
クセス履歴を受信して集計することにより、特定リンク先に対するアクセスについて各種
の統計値を求めることができる。例えば、特定リンク先として、デジタル放送のブックマ
ークサービスによって提供されるリンク先を選択することにより、ブックマークサービス
に基づきリンク先がアクセスされたときのアクセス数を求めることができる。このように



(8) JP 4145623 B2 2008.9.3

10

20

30

40

50

して求めたアクセス数は、ブックマークサービスの効果を定量的に表す指標として使用さ
れる。
【００１９】
第７の発明は、第６の発明において、制御手段は、通信手段を用いて情報サーバから識別
情報を受信し、受信した識別情報を識別情報記憶手段に書き込むことを特徴とする。
このような第７の発明によれば、テレビジョン受信機は、通信回線を介して接続された情
報サーバから識別情報を受信し、受信した識別情報を用いてリンク先が特定リンク先であ
るか否かを判断する。したがって、テレビジョン受信機の動作中に識別情報を適宜切り替
えて、任意のリンク先に対するアクセス履歴を自由に求めることができる。
【００２０】
　第８の発明は、第１の発明において、制御手段は、テレビジョン信号に含まれているテ
レビジョン受信機保守用データから識別情報を抽出し、抽出した識別情報を識別情報記憶
手段に書き込むことを特徴とする。
　このような第８の発明によれば、テレビジョン受信機は、テレビジョン信号に含まれて
いる保守用データから識別情報を抽出し、抽出した識別情報を用いてリンク先が特定リン
ク先であるか否かを判断する。したがって、テレビジョン受信機の動作中に識別情報を適
宜切り替えて、任意のリンク先に対するアクセス履歴を自由に求めることができる。また
、識別情報はテレビジョン信号に含めて送信されるので、テレビジョン受信機は、識別情
報を受信するために通信を行う必要がなくなる。
【００２１】
　第９の発明は、第１の発明において、リンク先情報抽出手段は、属性情報として、少な
くとも、リンク先のアドレス情報を抽出し、
　識別情報記憶手段は、識別情報として、少なくとも、特定リンク先のアドレス情報を記
憶することを特徴とする。
　このような第９の発明によれば、テレビジョン受信機は、リンク先が特定リンク先であ
るか否かを、リンク先のアドレス情報に基づき判断する。
【００２２】
　第１０の発明は、第１の発明において、リンク先情報抽出手段は、属性情報として、少
なくとも、リンク先の名称とアドレス情報とを抽出し、
　識別情報記憶手段は、識別情報として、少なくとも、特定リンク先の名称とアドレス情
報とを記憶することを特徴とする。
　このような第１０の発明によれば、テレビジョン受信機は、リンク先が特定リンク先で
あるか否かを、リンク先の名称とアドレス情報とに基づき判断する。これにより、リンク
先が特定リンク先であるか否かの判断の確実性を上げることができる。
【００２３】
　第１１の発明は、第１の発明において、リンク先情報抽出手段は、属性情報として、少
なくとも、リンク先の名称とアドレス情報と管理者情報とを抽出し、
　識別情報記憶手段は、識別情報として、少なくとも、特定リンク先の名称とアドレス情
報と管理者情報とを記憶することを特徴とする。
　このような第１１の発明によれば、テレビジョン受信機は、リンク先が特定リンク先で
あるか否かを、リンク先の名称とアドレス情報と管理者情報とに基づき判断する。リンク
先が特定リンク先であるか否かの判断に管理者情報を用いることにより、受信したリンク
先情報が特定の事業者のものであることを確認することができる。
【００２４】
　第１２の発明は、複数のテレビジョン受信機が特定リンク先にアクセスしたときのアク
セス数を集計する方法であって、
　各テレビジョン受信機が、
　　通信手段と、
　　受信したテレビジョン信号に基づき、映像と音声とを出力するテレビジョン放送受信
手段と、
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　　テレビジョン信号から、アクセス可能なリンク先の属性情報を抽出するリンク先情報
抽出手段と、
　　リンク先情報抽出手段で抽出された属性情報を用いて、ユーザによって指定されたリ
ンク先から情報を取得する情報取得手段と、
　　リンク先が特定リンク先であるか否かを識別するための識別情報を記憶する識別情報
記憶手段と、
　　リンク先に対するアクセス履歴を記憶するアクセス履歴記憶手段と、
　　リンク先情報抽出手段で抽出された属性情報が識別情報記憶手段に記憶されているか
否かに応じて、当該属性情報が識別情報記憶手段に記憶されている場合にはリンク先を特
定リンク先であると、当該属性情報が識別情報記憶手段に記憶されていない場合にはリン
ク先を特定リンク先ではないと判断する処理と、情報取得手段が特定リンク先にアクセス
したときにアクセス履歴を更新し、所定の時期に通信手段を用いてアクセス履歴を送信す
る処理とを行う制御手段とを備える場合に実行され、
　識別情報を各テレビジョン受信機に提供するステップと、
　テレビジョン放送システムを用いて、テレビジョン受信機からアクセス可能なリンク先
の属性情報を含んだテレビジョン信号を送信するステップと、
　各テレビジョン受信機から送信されたアクセス履歴を受信するステップと、
　各テレビジョン受信機から受信したアクセス履歴に基づき、特定リンク先に対するアク
セス数を求めるステップとを備える。
　このような第１２の発明によれば、テレビジョン受信機は、特定リンク先に対するアク
セス履歴を求め、求めたアクセス履歴を適宜送信する。したがって、複数のテレビジョン
受信機からアクセス履歴を受信して集計することにより、特定リンク先に対するアクセス
について各種の統計値を求めることができる。例えば、特定リンク先として、デジタル放
送のブックマークサービスによって提供されるリンク先を選択することにより、ブックマ
ークサービスに基づきリンク先がアクセスされたときのアクセス数を求めることができる
。このようにして求めたアクセス数は、ブックマークサービスの効果を定量的に表す指標
として使用される。
【００２５】
第１３の発明は、第１２の発明において、求めたアクセス数を特定リンク先の管理者シス
テムに提供するステップをさらに備える。
このような第１３の発明によれば、特定リンク先の管理者は、自らが運営するリンク先に
対するアクセス数を知ることができる。したがって、特定リンク先の管理者は、自らが運
営するリンク先の属性情報をテレビジョン信号に含めて送信したことに対する評価を行う
ことができる。
【００２６】
第１４の発明は、第１２の発明において、求めたアクセス数をテレビジョン放送システム
に提供するステップをさらに備える。
このような第１４の発明によれば、放送局において、リンク先の属性情報をテレビジョン
信号に含めて送信したことに対する評価を行うことができる。
【００２７】
　第１５の発明は、第１２の発明において、特定リンク先が広告サイトであることを特徴
とする。
　このような第１５の発明によれば、広告サイトに対するアクセスについて各種の統計値
を求めることができる。例えば、特定リンク先として、デジタル放送のブックマークサー
ビスによって提供される広告サイトを選択することにより、ブックマークサービスに基づ
き広告サイトがアクセスされたときのアクセス数を求めることができる。このようにして
求めたアクセス数は、ブックマークサービスの効果を定量的に表す指標として使用される
。
　第１６の発明は、テレビジョン放送受信機能と情報取得機能とを有するテレビジョン受
信機であって、
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　受信したテレビジョン信号に基づき、映像と音声とを出力するテレビジョン放送受信手
段と、
　テレビジョン信号から、アクセス可能なリンク先の属性情報を抽出するリンク先情報抽
出手段と、
　リンク先情報抽出手段で抽出された属性情報を用いて、ユーザによって指定されたリン
ク先から情報を取得する情報取得手段と、
　リンク先が特定リンク先であるか否かを識別するための識別情報を記憶する識別情報記
憶手段と、
　リンク先情報抽出手段で抽出された属性情報が識別情報記憶手段に記憶されているか否
かに応じて、当該属性情報が識別情報記憶手段に記憶されている場合にはリンク先を特定
リンク先であると判断し、当該判断に従い、特定リンク先が強調されるように、リンク先
の表示態様または音声出力を切り替える制御手段とを備える。
　第１７の発明は、複数のテレビジョン受信機が特定リンク先にアクセスしたときのアク
セス数を集計する方法であって、
　各テレビジョン受信機が、
　通信手段と、
　受信したテレビジョン信号に基づき、映像と音声とを出力するテレビジョン放送受信手
段と、
　テレビジョン信号から、アクセス可能なリンク先の属性情報を抽出するリンク先情報抽
出手段と、
　リンク先情報抽出手段で抽出された属性情報を用いて、ユーザによって指定されたリン
ク先から情報を取得する情報取得手段と、
　リンク先が特定リンク先であるか否かを識別するための識別情報を記憶する識別情報記
憶手段と、
　リンク先に対するアクセス履歴を記憶するアクセス履歴記憶手段と、
　リンク先情報抽出手段で抽出された属性情報が識別情報記憶手段に記憶されているか否
かに応じて、当該属性情報が識別情報記憶手段に記憶されている場合にはリンク先を特定
リンク先であると判断する処理と、情報取得手段が特定リンク先にアクセスしたときにア
クセス履歴を更新し、所定の時期に通信手段を用いてアクセス履歴を送信する処理とを行
う制御手段とを備える場合に実行され、
　識別情報を各テレビジョン受信機に提供するステップと、
　テレビジョン放送システムを用いて、テレビジョン受信機からアクセス可能なリンク先
の属性情報を含んだテレビジョン信号を送信するステップと、
　各テレビジョン受信機から送信されたアクセス履歴を受信するステップと、
　各テレビジョン受信機から受信したアクセス履歴に基づき、特定リンク先に対するアク
セス数を求めるステップとを備える。
【００２８】
【発明の実施の形態】
（第１の実施形態）
図１は、本発明の第１の実施形態に係るテレビジョン受信機の構成を示すブロック図であ
る。図１において、テレビジョン受信機１０は、アンテナ１１、チューナ１２、ＴＳデコ
ーダ１３、バッファメモリ１４、ＡＶデコーダ１５、ＯＳＤコントローラ１６、モニタ１
７、マイコン２０、リモコン２１、受光部２２、モデム２３、ブックマークデータ記憶部
２４、特定リンク先情報記憶部３１、および、アクセス履歴記憶部３２を備えている。
【００２９】
テレビジョン受信機１０は、通信回線１とアクセスポイント（図示せず）とを介して、イ
ンターネット２に接続されている。インターネット２には、各種の情報を蓄積した情報サ
ーバ４２が接続されている。テレビジョン受信機１０は、テレビジョン放送システム４１
から送信されたテレビジョン信号を受信して映像および音声を出力する機能（テレビジョ
ン放送受信機能）と、情報サーバ４２から情報を取得する機能（情報取得機能）とを有し
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ている。なお、図１では図面を簡略化するために、１台の情報サーバ４２のみを示してい
るが、現実のインターネット２には多数の情報サーバが接続されている。
【００３０】
以下、テレビジョン受信機１０の構成要素について説明する。アンテナ１１は、テレビジ
ョン放送システム４１から送信されたデジタルテレビジョン放送の電波を受信し、受信し
た電波を電気信号に変換して出力する。チューナ１２は、アンテナの出力信号からユーザ
が選択した周波数の信号を抽出し、抽出した信号を復調する。これにより、チューナ１２
からは、ＭＰＥＧ（Moving Picture Experts Group）規格に準拠したトランスポートスト
リームが出力される。
【００３１】
ＴＳデコーダ１３は、チューナ１２から出力されたトランスポートストリームに対して、
ＭＰＥＧ規格に準拠したフィルタリング処理を行う。より詳細には、ＴＳデコーダ１３は
、ユーザが選択した番組や広告などの映像および音声ストリーム、データ放送関係のパケ
ット、ダウンロードサービスパケットなどをフィルタリングして出力する。ダウンロード
サービスパケットは、デジタル放送のエンジニアリングスロットを用いて送信され、テレ
ビジョン受信機１０のファームウェアやデータを更新するなど、保守の目的に使用される
。ＴＳデコーダ１３におけるフィルタリング処理は、ＰＡＴ（Program Association Tabl
e ）パケットやＰＭＴ（Program Map Table ）パケットなどに含まれているプログラム識
別子（Program ID）を用いて行われる。
【００３２】
バッファメモリ１４は、ＴＳデコーダ１３によってフィルタリングされたデータ放送関連
のパケットやダウンロードサービスパケットなどを記憶する。また、バッファメモリ１４
は、マイコン２０の制御により、情報サーバ４２から取得した各種の情報を所定の形式に
展開した状態で記憶する。
【００３３】
ＡＶデコーダ１５は、ＴＳデコーダ１３から出力された映像および音声ストリームを復号
し、映像と音声とを出力する。ＯＳＤコントローラ１６は、マイコン２０の制御により、
データ放送の画面や情報サーバ４２から取得した情報に含まれている文字や図形などをビ
ットマップデータに変換し、ＡＶデコーダ１５に出力する。ＡＶデコーダ１５は、自らが
求めた映像にＯＳＤコントローラ１６から出力された文字や図形などを所定の方法で合成
し、合成した結果をモニタ１７に出力する。これにより、モニタ１７には、テレビジョン
放送の映像と、ＯＳＤコントローラ１６から出力された文字や図形などとが、重畳して、
あるいは選択的に表示される。
【００３４】
マイコン２０は、テレビジョン受信機１０の各構成要素を制御するとともに、ブックマー
クデータを受信してリンク先にアクセスする処理を行う。マイコン２０の動作の詳細は、
後述する。リモコン２１は、テレビジョン受信機１０のユーザによって操作される入力装
置であり、ユーザの操作に応じて光信号（例えば、赤外線信号）を出力する。受光部２２
は、リモコン２１から出力された光信号を受信し、電気信号に変換してマイコン２０に出
力する。
【００３５】
モデム２３は、マイコン２０の制御により、通信回線１から受信したデータを復調してマ
イコン２０に出力する機能と、マイコン２０から出力されたデータを変調して通信回線１
に出力する機能とを有する。モデム２３は、電話回線に接続される一般的なモデム、電話
回線に接続されるＡＤＳＬ（Asymmetric Data Subscriber Line ）モデム、光ファイバ網
に接続されるＦＴＴＨ　ＯＮＵ（Fiber To The Home Optical Network Unit）、ケーブル
テレビ回線に接続されるケーブルモデムなど、任意の種類のモデムでよい。また、モデム
２３の接続方式は、ダイヤルアップ接続方式でも常時接続方式でもよい。モデム２３は、
通信回線１に接続された視聴情報収集センタ（図示せず）に対して視聴履歴情報を送信し
、インターネット２やケーブルテレビ網（図示せず）などに接続された情報サーバから各
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種の情報を受信する。
【００３６】
テレビジョン受信機１０から通信や放送などによりアクセス可能な情報（あるいはサイト
）のうち、予め何らかの方法で選択された情報（あるいはサイト）を「特定リンク先」と
いう。例えば、インターネット２に接続された情報サーバ４２に蓄積されている情報や、
ある広告主によって運営されている広告サイトが、特定リンク先となり得る。特定リンク
先のリンク先情報を、特定リンク先情報という。特定リンク先情報には、例えば、特定リ
ンク先の名称、特定リンク先のＵＲＬ、特定リンク先の管理者情報などが含まれる。
【００３７】
マイコン２０は、テレビジョン放送を受信するに先立ち、モデム２３を制御して、情報サ
ーバ４２から特定リンク先情報を受信する。本実施形態では、特定リンク先情報は、リン
ク先が特定リンク先であるか否かを識別するための識別情報として使用される。特定リン
ク先情報記憶部３１は、識別情報記憶手段として機能し、マイコン２０の制御により、情
報サーバ４２から受信した特定リンク先情報を記憶する。ブックマークデータ記憶部２４
は、マイコン２０の制御により、テレビジョン放送システム４１から送信されたテレビジ
ョン信号に含まれているブックマークデータを記憶する。アクセス履歴記憶部３２は、マ
イコン２０の制御により、リンク先に対するアクセス履歴を記憶する。より詳細には、本
実施形態では、アクセス履歴記憶部３２は、特定リンク先に対するアクセス履歴を記憶す
る。ブックマークデータ記憶部２４、特定リンク先情報記憶部３１、および、アクセス履
歴記憶部３２は、異なるメモリに設けられてもよく、同じメモリの異なる領域に設けられ
てもよい。これら３つの記憶部の詳細は、後述する。
【００３８】
マイコン２０は、ソフトウエア処理により、視聴中の番組が終了したことや、視聴中の番
組がユーザの指示により変更されたことを検出する。デジタルテレビジョン放送では番組
表を生成するための情報がテレビジョン信号に含めて送信される。そこで、マイコン２０
は、この情報に含まれている番組終了時刻を参照することにより、視聴中の番組が終了し
たことを検出できる。また、マイコン２０は、リモコン２１などを用いて入力された、す
べてのユーザの指示を解釈して処理するので、視聴中の番組がユーザの指示により変更さ
れたことを検出できる。なお、本実施形態では、マイコン２０がブックマークデータを受
信してリンク先にアクセスする処理や、番組の終了や変更を検出する処理を行うこととし
たが、マイコン２０とは別の専用ハードウェアが、これらの処理の全部または一部を行っ
てもよい。
【００３９】
ここで、データ放送によるブックマークサービスについて説明する。ブックマークサービ
スでは、番組や広告などをテレビジョン放送するときに、その番組や広告などに関する詳
細な情報にアクセスするためのリンク先情報を含んだブックマークデータが、データ放送
により放送される。テレビジョン受信機１０は、ブックマークデータを受信したときに、
その旨を示すアイコンをモニタ１７に表示する。ユーザは、表示されたアイコンを認識し
、必要に応じて、リモコン２１のボタンを押すなどにより、受信したブックマークデータ
を記憶するようテレビジョン受信機１０に指示する。テレビジョン受信機１０は、ブック
マークデータを記憶する指示を受けると、受信したブックマークデータをブックマークデ
ータ記憶部２４に書き込む。ブックマークデータ記憶部２４は、典型的には、不揮発性メ
モリを用いて構成される。
【００４０】
ユーザは、番組や広告などを視聴した後に、リモコン２１などを用いて、指定したリンク
先にアクセスするようテレビジョン受信機１０に指示する。テレビジョン受信機１０は、
この指示を受けると、指定されたリンク先にアクセスし、情報サーバ４２から各種の情報
を取得する。取得された情報は、モニタ１７に表示される。これにより、ユーザは、番組
や広告などを視聴した後に、テレビジョン放送以外のメディアから番組や広告などに関す
る詳細な情報を取得することができる。デジタル放送のデータ放送では、ブックマークサ
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ービスの規格化が既に行われており、近い将来、ブックマークサービスの運用が開始され
る予定である。
【００４１】
図２は、ブックマークデータ記憶部２４に記憶されるブックマークデータのデータ構造の
一例を示す図である。図２において、名称６１は、リンク先の名称を示すデータであり、
最大４０バイトのデータ量を持つ。リンク先ＵＲＬ６２は、リンク先のアドレス情報であ
り、最大６０バイトのデータ量を持つ。有効期限６３は、記憶されたブックマークデータ
の有効期限を示すデータであり、最大１０バイトのデータ量を持つ。書き込み日時６４は
、テレビジョン受信機１０がブックマークデータを記憶した日時を示すデータであり、最
大１０バイトのデータ量を持つ。消去禁止フラグ６５は、ブックマークデータの消去を許
可するか否かを示すフラグ情報である。ブックマーク種別６６は、ブックマークデータの
種別を示すデータであり、最大３バイトのデータ量を持つ。ブックマーク種別６６には、
データの送受信に拡張性を持たせる目的で、各事業者が自由に値を設定できる領域（以下
、事業者領域という）が設けられている。リンク先メディア６７は、リンク先のメディア
を示すデータであり、最大３バイトのデータ量を持つ。リンク先メディア６７は、リンク
先ＵＲＬ６２とともにリンク先を特定するために使用される。
【００４２】
図３ないし図５を参照して、テレビジョン受信機１０の動作の詳細を説明する。図３ない
し図５は、テレビジョン受信機１０の３種類の処理を示すフローチャートである。テレビ
ジョン受信機１０は、ブックマークデータを受信するときには、図３に示す処理を行い、
リンク先にアクセスするときには、図４に示す処理を行い、アクセス履歴を送信するとき
には、図５に示す処理を行う。これらの処理の多くは、マイコン２０のソフトウェア処理
により実現される。
【００４３】
まず、テレビジョン受信機１０がブックマークデータを受信するときの動作について説明
する（図３を参照）。テレビジョン受信機１０は、テレビジョン放送システム４１からブ
ックマークデータを受信する（ステップＳ１１）。より詳細には、テレビジョン放送シス
テム４１から送信されるテレビジョン信号には、リンク先情報を含んだブックマークデー
タが含まれている。ＴＳデコーダ１３は、チューナ１２の出力信号に対してフィルタリン
グ処理を行い、ブックマークデータを含んだストリームをバッファメモリ１４に書き込む
。マイコン２０は、バッファメモリ１４に書き込まれたストリームからブックマークデー
タを求める。次に、マイコン２０は、ステップＳ１１で受信したブックマークデータから
、リンク先の名称とリンク先ＵＲＬとを抽出する（ステップＳ１２）。
【００４４】
この時点で、特定リンク先情報記憶部３１には、特定リンク先情報として、特定リンク先
の名称とリンク先ＵＲＬとが、既に記憶されている。特定リンク先情報は、上述したよう
に、リンク先が特定リンク先か否かを識別するための識別情報として使用される。図６は
、特定リンク先情報記憶部に特定リンク先情報が記憶されている様子を示す図である。図
６に示す特定リンク先情報記憶部３１は、３個の特定リンク先について、名称７１とリン
ク先ＵＲＬ７２とを互いに対応づけて記憶している。４番め以降の領域にはまだデータは
記憶されておらず、これらの領域は、後に特定リンク先を追加して記憶するために使用さ
れる。なお、特定リンク先情報は、図６に示すものに限らず、リンク先が特定リンク先で
あるか否かを識別できる他の形式の情報でもあってもよい。例えば、特定リンク先情報は
、名称７１またはリンク先ＵＲＬ７２の一方のみを含んでいてもよく、ブックマークデー
タと同じでもよい。
【００４５】
図３に戻ると、次に、マイコン２０は、ステップＳ１２で抽出した名称とリンク先ＵＲＬ
とを参照して、受信したリンク先が特定リンク先情報記憶部３１に記憶されているかを否
かを調べる（ステップＳ１３）。例えば、マイコン２０は、特定リンク先情報記憶部３１
から名称７１とリンク先ＵＲＬ７２とを１つずつ読み出し、読み出した名称とリンク先Ｕ
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ＲＬとがステップＳ１２で抽出したものと一致するか否かを調べる。この際、マイコン２
０は、名称およびリンク先ＵＲＬの両者が一致するか否かを調べてもよく、一方が一致す
るか否かを調べてもよい。また、マイコン２０は、文字列のあいまいマッチング処理やフ
ァジーな推測などを行うことにより、名称とリンク先ＵＲＬとがそれぞれ一定の判断基準
の元で一致するか否かを調べてもよい。
【００４６】
受信したリンク先が特定リンク先情報記憶部３１に記憶されている場合（ステップＳ１３
のＹｅｓ）、マイコン２０は、受信したリンク先は特定リンク先であると判断し、ステッ
プＳ１４へ進む。この場合、マイコン２０は、ＯＳＤコントローラ１６を制御して、受信
したリンク先に関する、強調された大きなアイコン画像を生成させる。これにより、モニ
タ１７には、テレビジョン放送の映像に重畳して、強調された大きなアイコンが表示され
る（ステップＳ１４）。
【００４７】
これに対して、受信したリンク先が特定リンク先情報記憶部３１に記憶されていない場合
（ステップＳ１３のＮｏ）、マイコン２０は、受信したリンク先は特定リンク先ではない
と判断し、ステップＳ１５へ進む。この場合、マイコン２０は、ＯＳＤコントローラ１６
を制御して、受信したリンク先に関する、強調されていない小さなアイコン画像を生成さ
せる。これにより、モニタ１７には、テレビジョン放送の映像に重畳して、強調されてい
ない小さなアイコンが表示される（ステップＳ１５）。このように、テレビジョン受信機
１０は、受信したリンク先が特定リンク先であるか否かに応じて異なる態様で、リンク先
を示すアイコンをユーザに提示する。この際、特定リンク先を強調表示することにより、
特定リンク先に対するユーザの興味を高め、特定リンク先に対するアクセスを増加させる
ことができる。
【００４８】
図７を参照して、アイコンの表示態様の変更方法について説明する。図７は、テレビジョ
ン放送の映像（人が自転車に乗っている映像）に、リンク先を示すアイコンを重畳して得
られた表示画面を示す図である。以下、名称がＬであるリンク先を、リンク先Ｌと呼ぶ。
図７に示す例では、リンク先ＡＢＣは特定リンク先であるが、リンク先ＯＰＱは特定リン
ク先でないと仮定している。特定リンク先情報記憶部３１には、リンク先ＡＢＣのリンク
先情報は記憶されているが、リンク先ＯＰＱのリンク先情報は記憶されていない。
【００４９】
図７（ａ）は、リンク先ＡＢＣのリンク先情報を含んだブックマークデータを受信した場
合の表示画面を示し、図７（ｂ）は、リンク先ＯＰＱのリンク先情報を含んだブックマー
クデータを受信した場合の表示画面を示す。リンク先ＡＢＣは特定リンク先であるので、
リンク先名称ＡＢＣを表示するアイコン９１（図７（ａ））は、リンク先名称ＯＰＱを表
示するアイコン９２（図７（ｂ））と比べて、より目立つ文字サイズや文字フォントや背
景模様などを用いて強調表示されている。このように、テレビジョン受信機１０は、アイ
コンのサイズや色だけでなく、文字フォントやアイコンのビットマップデータなどを変更
することにより、アイコンの表示態様を変更してもよい。また、テレビジョン受信機１０
は、アイコンをモニタ１７に表示するとともに、受信したリンク先が特定リンク先である
か否に応じて異なる音声メッセージを出力してもよい。このようにアイコンや音声を切り
替えて出力するには、複数のビットマップデータやフォントデータや音声メッセージなど
をテレビジョン受信機１０に予め内蔵させておけばよい。
【００５０】
再び図３に戻ると、ユーザは、モニタ１７に表示されたアイコンや、アイコン表示ととも
に出力された音声メッセージを認識し、受信したブックマークデータをテレビジョン受信
機１０に記憶させるか否かを判断する。ユーザは、必要に応じて、リモコン２１のボタン
を押すなどにより、受信したブックマークデータを記憶するようテレビジョン受信機１０
に指示する。マイコン２０は、リモコン２１などからブックマークデータの記憶が指示さ
れたか否かを判断する（ステップＳ１６）。マイコン２０は、指示された場合には（ステ
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ップＳ１６のＹｅｓ）、ステップＳ１１で受信したブックマークデータをブックマークデ
ータ記憶部２４に書き込む（ステップＳ１７）。それ以外の場合（ステップＳ１６のＮｏ
）、マイコン２０は、ブックマークデータを書き込む処理を行わない。このようにして、
テレビジョン受信機１０は、ユーザの指示に従い、受信したブックマークデータを記憶し
、これをもってブックマークデータ受信処理を終了する。
【００５１】
次に、テレビジョン受信機１０がリンク先にアクセスするときの動作について説明する（
図４を参照）。ユーザは、番組や広告などを視聴した後に、リモコン２１のボタンを押す
などにより、ブックマークデータの一覧表示を行うようテレビジョン受信機１０に指示す
る。マイコン２０は、リモコン２１などからブックマークデータ一覧表示指示を受け取る
（ステップＳ２１）。次に、マイコン２０は、ステップＳ１７でブックマークデータ記憶
部２４に書き込んだブックマークデ－タを読み出し、読み出したブックマークデータから
リンク先の名称とリンク先ＵＲＬとを抽出する（ステップＳ２２）。ステップＳ２２の処
理が行われる前にステップＳ１７の処理が複数回行われている場合には、マイコン２０は
、複数のブックマークデータを読み出し、複数のリンク先の名称とリンク先ＵＲＬとを読
み出すことになる。なお、本実施形態では、マイコン２０はユーザの指示に従いブックマ
ークデータを読み出すこととしたが、これに代えて、視聴中の番組の終了や変更を検出し
たときに自発的にブックマークデータを読み出してもよい。
【００５２】
次に、マイコン２０は、ステップＳ２２で抽出したリンク先の名称とリンク先ＵＲＬとを
参照して、番組や広告の放送中に受信したリンク先のいずれかが特定リンク先情報記憶部
３１に記憶されているか否かを調べる（ステップＳ２３）。この際、マイコン２０は、リ
ンク先の名称およびリンク先ＵＲＬについて、両者の完全一致を調べてもよく、一方の完
全一致を調べてもよく、その他の判断基準による一致を調べてもよい。
【００５３】
いずれかのリンク先が特定リンク先情報記憶部３１に記憶されている場合（ステップＳ２
３のＹｅｓ）、マイコン２０は、受信したリンク先に特定リンク先が含まれていると判断
し、ステップＳ２４に進む。この場合、マイコン２０は、特定リンク先を先に、他のリン
ク先を後に配置したリンク先一覧を作成し、ＯＳＤコントローラ１６を制御して、リンク
先一覧画像を生成させる。これにより、モニタ１７には、テレビジョン放送の映像に、特
定リンク先が先に、他のリンク先が後に配置されたリンク先一覧が表示される（ステップ
Ｓ２４）。この際、特定リンク先は、他のリンク先よりも強調表示される。
【００５４】
これに対して、いずれのリンク先も特定リンク先情報記憶部３１に記憶されていない場合
（ステップＳ２３のＮｏ）、マイコン２０は、受信したリンク先に特定リンク先は含まれ
ていないと判断し、ステップＳ２５に進む。この場合、マイコン２０は、ステップＳ２２
で読み出した順序でリンク先一覧を作成し、ＯＳＤコントローラ１６を制御して、リンク
先一覧画像を生成させる。これにより、モニタ１７には、テレビジョン放送の映像に、特
定リンク先でないリンク先がステップＳ２２における読み出し順序で配置されたリンク先
一覧が表示される（ステップＳ２５）。このように、テレビジョン受信機１０は、番組や
広告の放送中に受信したリンク先に特定リンク先が含まれているか否かに応じて異なる態
様で、リンク先一覧をユーザに提示する。特定リンク先を先に強調表示することにより、
特定リンク先に対するユーザの興味を高め、特定リンク先に対するアクセスを増加させる
ことができる。
【００５５】
図８を参照して、リンク先一覧の表示態様の変更方法について説明する。図８は、図７と
同じテレビジョン放送の映像に、リンク先一覧を重畳して得られた表示画面を示す図であ
る。この例では、リンク先ＡＢＣ、リンク先ＸＹＺ、リンク先ＳＴＵ、および、リンク先
ＯＰＱのリンク先情報が番組や広告などの放送中に送信され、先の３つのリンク先は特定
リンク先であるが、リンク先ＯＰＱは特定リンク先でないと仮定する。特定リンク先情報
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記憶部３１には、先の３つのリンク先のリンク先情報は記憶されているが、リンク先ＯＰ
Ｑのリンク先情報は記憶されていない。
【００５６】
図８は、上記の仮定の下でユーザがリンク先一覧表示を指示した場合の表示画面を示して
いる。図８に示すリンク先一覧９３では、特定リンク先であるリンク先ＡＢＣ、リンク先
ＸＹＺ、および、リンク先ＳＴＵは、特定リンク先でないリンク先ＯＰＱと比べて、先に
（すなわち、一覧表示の上位に優先的に）、かつ、より目立つ文字サイズや文字フォント
や背景模様や欄の幅などを用いて強調表示されている。このように、テレビジョン受信機
１０は、表示順序だけでなく、アイコンのサイズや色、文字フォント、アイコンのビット
マップデータ、欄の幅などを変更することにより、リンク先一覧における各リンク先の表
示態様を変更してもよい。テレビジョン受信機１０は、表示順序のみを変更することによ
り、リンク先一覧における各リンク先の表示態様を変更してもよいことは言うまでもない
。このようにリンク先一覧における各リンク先の表示態様を切り替えるには、複数の種類
のビットマップデータやフォントデータなどをテレビジョン受信機１０に予め内蔵させて
おけばよい。
【００５７】
図４に戻ると、ユーザは、モニタ１７に表示されたリンク先一覧を認識し、リモコン２１
のボタンを押すなどにより、表示されたリンク先の中からアクセスすべきリンク先を指定
する。マイコン２０は、リモコン２１などからリンク先の指定を受ける（ステップＳ２６
）。次に、マイコン２０は、ステップＳ２６で指定されたリンク先が特定リンク先情報記
憶部３１に記憶されているか否かを調べる（ステップＳ２７）。ステップＳ２７における
処理は、処理の対象が異なる点を除き、ステップＳ１３における処理と同じである。
【００５８】
指定されたリンク先が特定リンク先情報記憶部３１に記憶されていない場合（ステップＳ
２７のＮｏ）、マイコン２０は、指定されたリンク先は特定リンク先ではないと判断し、
ステップＳ２９へ進む。指定されたリンク先が特定リンク先情報記憶部３１に記憶されて
いる場合（ステップＳ２７のＹｅｓ）、マイコン２０は、指定されたリンク先は特定リン
ク先であると判断し、ステップＳ２８へ進む。この場合、マイコン２０は、アクセス履歴
記憶部３２に記憶されているアクセス履歴を更新する（ステップＳ２８）。
【００５９】
図９は、アクセス履歴記憶部にアクセス履歴が記憶されている様子を示す図である。上述
したように、本実施形態では、アクセス履歴記憶部３２は、特定リンク先に対するアクセ
ス履歴を記憶する。図９に示すアクセス履歴記憶部３２は、３個の特定リンク先について
、名称８１とリンク先ＵＲＬ８２とアクセス数８３とを互いに対応づけて記憶している。
この例では、リンク先ＡＢＣへのアクセス数は０回で、リンク先ＳＴＵへのアクセス数は
２０回である。また、４番め以降の領域にはまだデータは記憶されておらず、これらの領
域は、後に特定リンク先を追加して記憶するために使用される。
【００６０】
なお、図９に示すアクセス履歴記憶部３２は、アクセス数８３に加えて、名称８１とリン
ク先ＵＲＬ８２とを記憶している。しかし、マイコン２０が各特定リンク先とアクセス数
８３とを対応づけできるのであれば、アクセス履歴記憶部３２は、名称８１やリンク先Ｕ
ＲＬ８２を必ずしも記憶する必要はない。
【００６１】
図９に示すデータ構造から導かれる典型的な構成例では、マイコン２０は、ステップＳ２
８において、アクセス履歴記憶部３２に記憶された特定リンク先のアクセス数８３に１を
加える。ただし、マイコン２０は、これに代えて、特定リンク先に所定の回数だけアクセ
スしたときに、アクセス数８３にその回数を加えてもよい。
【００６２】
再び図４に戻ると、次に、マイコン２０は、指定されたリンク先から情報を取得し、取得
した情報をモニタ１７に表示させる（ステップＳ２９）。より詳細には、マイコン２０は
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、モデム２３を制御してリンク先の情報サーバ４２に接続し、所定のデータ転送プロトコ
ルに従って情報サーバ４２から情報を受信し、受信した情報をモニタ１７に表示させる。
その後、テレビジョン受信機１０は、ユーザの指示に従いステップＳ２９の処理を終え、
これをもってリンク先アクセス処理を終了する。
【００６３】
次に、テレビジョン受信機１０がアクセス履歴を送信するときの動作について説明する（
図５を参照）。マイコン２０は、モデム２３を介して、情報サーバ４２から送信されたア
クセス履歴送信命令を受信する（ステップＳ３１）。次に、マイコン２０は、アクセス履
歴記憶部３２に記憶されたアクセス履歴を読み出し、モデム２３を制御して、読み出した
アクセス履歴を情報サーバ４２に送信する（ステップＳ３２）。次に、マイコン２０は、
アクセス履歴記憶部３２に記憶されたアクセス履歴を初期化する（ステップＳ３３）。な
お、図５に示す処理は、典型的には、数日あるいは数十日に１回程度の頻度で行われる。
また、本実施形態では、マイコン２０はアクセス履歴送信命令に応じてアクセス履歴を送
信することとしたが、これに代えて、自発的に定期的にアクセス履歴を送信してもよい。
【００６４】
情報サーバ４２は、インターネット２または他の通信回線（図示せず）を介して、複数の
テレビジョン受信機に接続されている。情報サーバ４２は、各テレビジョン受信機からそ
れぞれアクセス履歴を受信し、受信したアクセス履歴を集計する。これにより、情報サー
バ４２は、各テレビジョン受信機が特定リンク先に対して行ったアクセスについて各種の
統計値を求めることができる。特に、特定リンク先として、ブックマークサービスによっ
て提供されるリンク先を選択することにより、情報サーバ４２は、ブックマークサービス
に基づきリンク先がアクセスされたときのアクセス数を求めることができる。
【００６５】
特定リンク先情報をテレビジョン受信機１０に提供する方法としては、次のような方法が
考えられる。第１の方法として、テレビジョン受信機１０を出荷する前に、特定リンク先
情報記憶部３１に特定リンク先情報を予め書き込んでおく方法が考えられる。また、第２
の方法として、テレビジョン受信機１０の動作中に、情報サーバ４２からテレビジョン受
信機１０に特定リンク先情報を送信し、マイコン２０が受信した特定リンク先情報を特定
リンク先情報記憶部３１に書き込む方法が考えられる。また、第３の方法として、テレビ
ジョン受信機１０の動作中に、テレビジョン放送システム４１からエンジニアリングスロ
ットを用いてテレビジョン受信機１０に特定リンク先情報をダウンロードし、マイコン２
０がダウンロードされた特定リンク先情報を特定リンク先情報記憶部３１に書き込む方法
が考えられる。第２または第３の方法によれば、情報サーバ４２またはテレビジョン放送
システム４１から、リンク先が特定リンク先か否かを識別するための識別情報である特性
リンク先情報を提供することにより、各テレビジョン受信機における特定リンク先を適宜
切り替えて、任意のリンク先に対するアクセス数を自由に求めることができる。
【００６６】
また、ブックマークデータのブックマーク種別６６に含まれている事業者領域を用いた、
次のような方法も考えられる。テレビジョン放送を受信する前に、特定リンク先情報記憶
部３１に、特定リンク先の名称やリンク先ＵＲＬに加えて、特定リンク先の管理者に固有
の情報（例えば、管理者が任意に定めた情報）を記憶させておく。テレビジョン受信機１
０は、ステップＳ１２において、受信したブックマークデータからリンク先の名称とリン
ク先ＵＲＬと事業者領域の情報とを抽出し、ステップＳ１３において、これら３つの情報
が特定リンク先情報記憶部３１に記憶されているか否かにより、リンク先が特定リンク先
であるか否かを判断する。これにより、テレビジョン受信機１０は、受信したリンク先情
報が特定の事業者のものであることを確認することができる。
【００６７】
以上に示すように、本実施形態に係るテレビジョン受信機は、リンク先が特定リンク先で
あるか否かを判断するための識別情報として特定リンク先情報を記憶し、受信したリンク
先情報が記憶した特定リンク先情報に含まれている否かに応じて、リンク先に対する処理
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を切り替える。このテレビジョン受信機は、リンク先をアイコン表示するときには特定リ
ンク先を強調表示し、リンク先を一覧表示するときには特定リンク先を先に表示し、特定
リンク先に対するアクセス履歴を求めて情報サーバに送信する。テレビジョン受信機から
送信されたアクセス履歴を受信して集計することにより、特定リンク先に対するアクセス
について各種の統計値を求めることができる。例えば、特定リンク先として、デジタル放
送のブックマークサービスによって提供されるリンク先を選択することにより、ブックマ
ークサービスに基づきリンク先がアクセスされたときのアクセス数を求めることができる
。このように、本実施形態に係るテレビジョン受信機は、従来のテレビジョン受信機が有
する、特定リンク先を区別して表示したり、特定リンク先を区別してアクセス履歴を求め
たりできないという課題を解決することができる。
【００６８】
なお、以上の説明では、ステップＳ２９における情報サーバと、ステップＳ３２における
情報サーバとは、同一のサーバでもよく、異なる管理者によって管理される異なるサーバ
でもよい。
【００６９】
また、テレビジョン受信機１０は、リンク先が特定リンク先であるか否かにより、リンク
先に対する処理を切り替えるが、切り替えを行うことが好ましい処理についてのみ切り替
えを行うことは言うまでもない。例えば、テレビジョン受信機１０は、ステップＳ１３～
Ｓ１６の処理を行わず、受信したブックマークデータをすべて記憶してもよい。また、テ
レビジョン受信機１０は、ステップＳ２３の処理を行わず、すべてのリンク先を同じ態様
で一覧表示してもよい。また、テレビジョン受信機１０は、ステップＳ２７の処理を行わ
ず、特定リンク先だけでなく、すべてのリンク先に対するアクセス履歴を記憶してもよい
。また、テレビジョン受信機１０は、ステップＳ２７、Ｓ２８およびＳ３１～Ｓ３３の処
理、すなわち、アクセス履歴を記憶して送信する処理を行わなくてもよい。
【００７０】
（第２の実施形態）
図１０は、本発明の第２の実施形態に係るアクセス数集計方法を示す図である。本実施形
態に係るアクセス数集計方法は、第１の実施形態に係るテレビジョン受信機１０が特定リ
ンク先にアクセスしたときのアクセス数を集計するものである。この方法では、図１０に
示すように、テレビジョン受信機１０、テレビジョン放送システム４１ａ、情報サーバ４
２ａ、広告サイト４３ａ、４３ｂ、広告主システム４４ａ、および、広告提供事業者シス
テム４５の間で、データの送受信が行われる。なお、図１０では図面を簡略化するため、
１台のテレビジョン受信機１０のみを示しているが、実際には複数のテレビジョン受信機
からのアクセス数が集計される。
【００７１】
図１０において、テレビジョン受信機１０は、第１の実施形態で説明したように、テレビ
ジョン放送受信機能と情報取得機能とを有している。また、テレビジョン受信機１０は、
特定リンク先情報記憶部３１に特定リンク先情報を記憶する機能と、特定リンク先に対す
るアクセス履歴をアクセス履歴記憶部３２に記憶して、所定の時期に送信する機能とを有
している。
【００７２】
情報サーバ４２ａは、図１に示した情報サーバ４２の詳細を示したものである。情報サー
バ４２ａは、インターネットに接続されるポータルサイト５３を提供するとともに、テレ
ビジョン受信機１０に記憶されたアクセス履歴を集計する。このため、情報サーバ４２ａ
には、サイトの管理情報を記憶したサイトデータベース５１と、アクセス履歴を集計する
ためのアクセス履歴データベース５２とが設けられる。
【００７３】
広告サイト４３ａ、４３ｂは、インターネットに接続されたサイトであり、テレビジョン
受信機１０を始めとする各種の端末装置に広告情報を提供する。ポータルサイト５３から
広告サイト４３ａ、４３ｂに対しては、リンクが張られる。テレビジョン放送システム４
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１ａは、図１に示したテレビジョン放送システム４１に、特定リンク先に対するアクセス
数を受信する機能を追加したものである。広告主システム４４ａは、広告サイト４３ａ、
４３ｂを運営する広告主によって操作されるシステムである。広告提供事業者システム４
５は、広告主から依頼を受けて広告を提供する業務を行う広告提供事業者によって操作さ
れるシステムである。
【００７４】
以下では、例として、広告サイト４３ｂに対するアクセス数を集計する場合について説明
する。広告サイト４３ｂを運営する広告主は、テレビジョン受信機１０に広告サイト４３
ｂをアクセスさせて広告効果を高めることを目的として、広告サイト４３ｂをブックマー
クサービスの対象とするよう広告提供事業者に依頼する。このとき、広告主システム４４
ａから広告提供事業者システム４５に対して、ブックマークサービス依頼情報が送信され
る（図１０のＰ１１）。
【００７５】
広告提供事業者は、広告主からの依頼に応じて、テレビジョン放送で放送されるコマーシ
ャルメッセージの映像（以下、ＣＭ映像と略称する）と、データ放送のテレビジョン信号
に含めて送信されるブックマークデータとを制作する。このブックマークデータには、広
告主が運営する広告サイト（この例では、広告サイト４３ｂ）にアクセスするためのリン
ク先情報が含まれている。広告提供事業者は、制作したＣＭ映像とブックマークデータと
をテレビジョン放送局に提供する。このとき、広告提供事業者システム４５からテレビジ
ョン放送システム４１ａに対して、広告提供事業者によって制作されたＣＭ映像とブック
マークデータとが送信される（Ｐ１２）。
【００７６】
また、広告提供事業者は、広告主が運営する広告サイトを特定リンク先として扱うよう、
ポータルサイト５３を運営する事業者（以下、ポータルサイト運営事業者という）に依頼
する。このとき、広告提供事業者システム４５から情報サーバ４２ａに対して、特定リン
ク先の登録依頼情報が送信される（Ｐ１３）。ポータルサイト運営事業者は、広告提供事
業者からの依頼に応じて、サイトデータベース５１を更新する。サイトデータベース５１
には、広告提供事業者から依頼された広告サイトの属性情報（この例では、広告サイト４
３ｂの名称やリンク先ＵＲＬなど）が、特定リンク先情報として記憶される。
【００７７】
情報サーバ４２ａは、テレビジョン受信機１０との間で定期的に通信を行い、テレビジョ
ン受信機１０に対して、サイトデータベース５１に記憶された特定リンク先情報を送信す
る。テレビジョン受信機１０は、情報サーバ４２ａから送信された特定リンク先情報を特
定リンク先情報記憶部３１に書き込む（Ｐ１４）。
【００７８】
テレビジョン受信機１０に特定リンク先情報が記憶された後、テレビジョン放送システム
４１ａは、広告提供事業者システム４５から受信したＣＭ映像とブックマークデータとを
放送する（Ｐ１５）。ＣＭ映像は、典型的にはテレビジョン放送の番組の間に挿入して放
送され、ブックマークデータは、ＣＭ映像が放送されているときのテレビジョン信号に含
めて送信される。
【００７９】
テレビジョン受信機１０は、テレビジョン放送システム４１ａから送信されたテレビジョ
ン信号を受信し、映像と音声とを出力する。テレビジョン受信機１０は、第１の実施形態
で説明したように、ブックマークデータ受信処理（図３）、リンク先アクセス処理（図４
）、および、アクセス履歴送信処理（図５）の３つの処理を行う。すなわち、テレビジョ
ン受信機１０は、テレビジョン放送システム４１ａからブックマークデータを受信したと
きには、ユーザの指示に従い、これをブックマークデータ記憶部に記憶する。また、テレ
ビジョン受信機１０は、特定リンク先にアクセスしたときには、アクセス履歴記憶部３２
に記憶されたアクセス履歴を更新する（Ｐ１６）。この例では広告サイト４３ｂが特定リ
ンク先として選択されているので、テレビジョン受信機１０は、広告サイト４３ｂにアク
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セスしたときにアクセス履歴を更新する。
【００８０】
情報サーバ４２ａは、テレビジョン受信機１０に対して、定期的に（例えば、数日あるい
は数十日に１回程度の頻度で）アクセス履歴送信命令を送信する。テレビジョン受信機１
０は、情報サーバ４２ａからアクセス履歴送信命令を受信したときには、アクセス履歴記
憶部３２に記憶したアクセス履歴を送信する。情報サーバ４２ａは、対象となるすべての
テレビジョン受信機にアクセス履歴送信命令を送信し、これらのテレビジョン受信機から
アクセス履歴を受信する。受信したアクセス履歴は、アクセス履歴データベース５２に記
憶される（Ｐ１７）。
【００８１】
次に、情報サーバ４２ａは、アクセス履歴データベース５２に記憶されたアクセス履歴を
集計する。これにより、情報サーバ４２ａは、複数のテレビジョン受信機が特定リンク先
に行ったアクセスについて各種の統計値を求めることができる。この例では特定リンク先
としてブックマークサービスによって提供される広告サイト４３ｂが選択されているので
、情報サーバ４２ａは、複数のテレビジョン受信機からブックマークサービスに基づき広
告サイト４３ｂがアクセスされたときのアクセス数を求めることができる。情報サーバ４
２ａは、広告提供事業者システム４５に対してアクセス履歴の集計結果を送信する（Ｐ１
８）。このようにして、広告提供事業者は、ブックマークサービスに基づき広告サイト４
３ｂがアクセスされたときのアクセス数を知ることができる。
【００８２】
広告提供事業者は、広告主に対して、情報サーバ４２ａで集計されたアクセス履歴の集計
結果を提供する。このとき、広告提供事業者システム４５から広告主システム４４ａに対
して、アクセス履歴の集計結果が送信される（Ｐ１９）。このようにして、広告提供事業
者は、自らの活動の成果を定量的に表す指標として、広告主が運営する広告サイトがブッ
クマークサービスに基づきアクセスされたときのアクセス数を広告主に提供することがで
きる。また、広告主は、提供されたアクセス数に基づき、広告提供事業者の活動の成果を
評価することができる。
【００８３】
広告提供事業者は、広告主に対してアクセス履歴の集計結果を提供することに加えて、テ
レビジョン放送局に対してアクセス履歴の集計結果を提供してもよい。このとき、広告提
供事業者システム４５からテレビジョン放送システム４１ａに対して、アクセス履歴の集
計結果が送信される（Ｐ１９’）。また、広告提供事業者システム４５は、テレビジョン
放送システムにＣＭ映像とブックマークデータを送信する処理（Ｐ１２）と、情報サーバ
４２ａに特定リンク先の登録依頼情報を送信する処理（Ｐ１３）とのいずれを先に実行し
てもよい。
【００８４】
本実施形態に係るアクセス数集計方法を実行する場合、広告主は、広告提供事業者に対し
て、ＣＭ映像およびブックマークデータの制作、ブックマークデータの放送、アクセス数
の集計などに対する対価を一括して支払い、広告提供事業者が、受け取った対価の一部を
ポータルサイト運営事業者と放送局とに分配することが考えられる。この際、情報サーバ
４２ａによって集計された広告サイトに対するアクセス数は、広告提供事業者の活動の効
果を表す指標であると考えられる。そこで、広告主は、広告サイトに対するアクセス数が
多いほど、広告提供事業者に対して支払う対価を高くしてもよい。このように本実施形態
に係るアクセス数集計方法によれば、広告サイトに対するアクセス数に応じて対価を定め
るという合理的なビジネス形態を提供することができる。また、広告提供事業者は、テレ
ビジョン受信機１０を製造したメーカに対して、テレビジョン受信機１０に特定リンク先
情報記憶部３１とアクセス履歴記憶部３２を設けるための追加分のコストを支払ってもよ
い。
【００８５】
以上に示すように、本実施形態に係るアクセス数集計方法によれば、広告提供事業者の管
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理のもとで、リンク先が特定リンク先であるか否かを識別するための識別情報が各テレビ
ジョン受信機に提供され、広告サイトのリンク先情報を含んだテレビジョン信号が送信さ
れ、各テレビジョン受信機から送信されたアクセス履歴が受信され、各テレビジョン受信
機から受信したアクセス履歴に基づき、特定リンク先に対するアクセス数が求められ、さ
らに、求めたアクセス数は広告主システムやテレビジョン放送システムに提供される。特
に、特定リンク先として、デジタル放送のブックマークサービスによって提供される広告
サイトを選択することにより、ブックマークサービスに基づき広告サイトがアクセスされ
たときのアクセス数が求められる。これにより、広告提供事業者は、自らの活動の成果を
定量的に表す指標として、広告主が運営する広告サイトがブックマークサービスに基づき
アクセスされたときのアクセス数を広告主や放送局に提供することができる。広告主は、
提供されたアクセス数に基づき、広告提供事業者の活動の成果を評価することができる。
【００８６】
（第３の実施形態）
図１１は、本発明の第３の実施形態に係るアクセス数集計方法を示す図である。本実施形
態に係るアクセス数集計方法は、第２の実施形態と同様に、第１の実施形態に係るテレビ
ジョン受信機１０が特定リンク先にアクセスしたときのアクセス数を集計するものである
。この方法では、図１１に示すように、テレビジョン受信機１０、テレビジョン放送シス
テム４１ｂ、情報サーバ４２ｂ、広告サイト４３ａ、４３ｂ、広告主システム４４ｂ、お
よび、ブックマーク提供事業者システム４６の間で、データの送受信が行われる。なお、
図１０と同様、図１１においても、アクセス数集計の対象となる、他のテレビジョン受信
機は省略されている。
【００８７】
図１１において、ブックマーク提供事業者システム４６は、ブックマークデータを制作す
る事業者によって操作されるシステムである。テレビジョン受信機１０および広告サイト
４３ａ、４３ｂは、第２の実施形態と同じものである。テレビジョン放送システム４１ｂ
、情報サーバ４２ｂ、および、広告主システム４４ｂの機能および構成は、第２の実施形
態とほぼ同じである。そこで以下では、第２の実施形態と同じく、広告サイト４３ｂに対
するアクセス数を集計する場合について、第２の実施形態との相違点を主に説明する。
【００８８】
　広告サイト４３ｂを運営する広告主は、広告サイト４３ｂをブックマークサービスの対
象とするよう、ポータルサイト５３を運営する事業者（ポータルサイト運営事業者）に依
頼する。このとき、広告主システム４４ｂから情報サーバ４２ｂに対して、ブックマーク
サービス依頼情報が送信される（図１１のＰ２１）。ポータルサイト運営事業者は、広告
主からの依頼に応じて、広告主から依頼されたリンク先（この例では、広告サイト４３ｂ
）を特定リンク先として扱うこととし、サイトデータベース５１を更新する。サイトデー
タベース５１には、広告主から依頼された広告サイトの属性情報（この例では、広告サイ
ト４３ｂの名称やリンク先ＵＲＬなど）が、特定リンク先情報として記憶される。
【００８９】
次に、図１０に示すＰ１４の処理と同じく、情報サーバ４２ｂのサイトデータベース５１
に記憶された特性リンク先情報が、テレビジョン受信機１０の特定リンク先情報記憶部３
１に書き込まれる（Ｐ２２）。
【００９０】
また、ポータルサイト運営事業者は、ブックマーク提供事業者に対して、ブックマークデ
ータの制作と放送とを依頼する。このとき、情報サーバ４２ｂからブックマーク提供事業
者システム４６に対して、ブックマークデータ制作依頼情報が送信される（Ｐ２３）。
【００９１】
ブックマーク提供事業者は、ポータルサイト運営事業者からの依頼を受けて、ポータルサ
イト運営事業者から依頼されたリンク先（この例では、広告サイト４３ｂ）を含んだブッ
クマークデータを制作し、テレビジョン放送局に提供する。このとき、ブックマーク提供
事業者システム４６からテレビジョン放送システム４１ｂ対して、ブックマーク提供事業
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者によって制作されたブックマークデータが送信される（Ｐ２４）。
【００９２】
次に、図１０に示すＰ１５ないしＰ１７の処理と同じく、テレビジョン放送システム４１
ｂがＣＭ映像とブックマークデータとを放送し（Ｐ２５）、テレビジョン受信機１０が特
定リンク先にアクセスしてアクセス履歴を更新し（Ｐ２６）、各テレビジョン受信機で求
めたアクセス履歴がアクセス履歴データベース５２に収集される（Ｐ２７）。なお、テレ
ビジョン放送システム４１ｂから送信されるＣＭ映像は、広告主や広告提供事業者から図
示しない手段で提供される。
【００９３】
次に、情報サーバ４２ｂは、第２の実施形態と同様に、アクセス履歴データベース５２に
記憶されたアクセス履歴を集計し、複数のテレビジョン受信機が特定リンク先に対して行
ったアクセスについて各種の統計値を求める。この例では特定リンク先として広告サイト
４３ｂが選択されているので、情報サーバ４２ｂは、複数のテレビジョン受信機からブッ
クマークサービスに基づき広告サイト４３ｂがアクセスされたときのアクセス数を求める
ことができる。このようにして、ポータルサイト運営事業者は、ブックマークサービスに
基づき広告サイト４３ｂがアクセスされたときのアクセス数を知ることができる。
【００９４】
ポータルサイト運営事業者は、広告主に対して、情報サーバ４２ｂで集計されたアクセス
履歴の集計結果を提供する。このとき、情報サーバ４２ｂからブックマーク提供事業者シ
ステム４６に対して、アクセス履歴の集計結果が送信される（Ｐ２８）。このようにして
、ポータルサイト運営事業者は、自らの活動の成果を定量的に表す指標として、広告主が
運営する広告サイトがブックマークサービスに基づきアクセスされたときのアクセス数を
広告主に提供することができる。また、広告主は、提供されたアクセス数に基づき、ポー
タルサイト運営事業者の活動の成果を評価することができる。
【００９５】
ポータルサイト運営事業者は、広告主に対してアクセス履歴の集計結果を提供することに
加えて、テレビジョン放送局に対してアクセス履歴の集計結果を提供してもよい。このと
き、情報サーバ４２ｂからテレビジョン放送システム４１ｂに対して、アクセス履歴の集
計結果が送信される（Ｐ２８’）。また、情報サーバ４２ｂは、テレビジョン受信機１０
に特定リンク先情報を送信する処理（Ｐ２２）と、ブックマーク提供事業者システム４６
にブックマークデータの制作依頼情報を送信する処理（Ｐ２３）とのいずれを先に実行し
てもよい。
【００９６】
また、ポータルサイト運営事業者が、ブックマーク提供事業者を兼任してもよい。また、
情報サーバ４２ｂは、テレビジョン受信機１０から収集したブックマークサービスに基づ
くアクセス履歴とは別に、ポータルサイト５３を経由して特定リンク先がアクセスされた
ときのアクセス履歴を求め、広告主システム４４ｂとテレビジョン放送システム４１ｂと
に対して、ブックマークサービスに基づくアクセス数とポータルサイト５３経由のアクセ
ス数との和を、特定リンク先に対するアクセス数として提供してもよい。
【００９７】
本実施形態に係るアクセス数集計方法は、実行の主体がポータルサイト運営事業者である
点で、実行の主体が広告提供事業者である第２の実施形態に係るアクセス数集計方法と相
違するが、それ以外の点では第２の実施形態に係る方法と同様である。したがって、集計
されたアクセス数が有する意味や、集計されたアクセス数を広告主からポータルサイト運
営事業者に支払う対価に反映する点や、ポータルサイト運営事業者がテレビジョン受信機
１０のメーカに対して記憶部を設けるための追加分のコストを支払う点については、本実
施形態は第２の実施形態と同じである。
【００９８】
以上に示すように、本実施形態に係るアクセス数集計方法によれば、ポータルサイト運営
事業者の管理のもとで、リンク先が特定リンク先であるか否かを識別するための識別情報
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が各テレビジョン受信機に提供され、広告サイトのリンク先情報を含んだテレビジョン信
号が送信され、各テレビジョン受信機から送信されたアクセス履歴が受信され、各テレビ
ジョン受信機から受信したアクセス履歴に基づき、特定リンク先に対するアクセス数が求
められ、求めたアクセス数は広告主システムやテレビジョン放送システムに提供される。
本実施形態が奏する効果は、アクセス数を集計して提供する主体がポータルサイト運営事
業者である点を除き、第２の実施形態と同じである。
【図面の簡単な説明】
【図１】本発明の第１の実施形態に係るテレビジョン受信機の構成を示すブロック図であ
る。
【図２】本発明の第１の実施形態に係るテレビジョン受信機に記憶されるブックマークデ
ータのデータ構造の一例を示す図である。
【図３】本発明の第１の実施形態に係るテレビジョン受信機のブックマークデータ受信処
理のフローチャートである。
【図４】本発明の第１の実施形態に係るテレビジョン受信機のリンク先アクセス処理のフ
ローチャートである。
【図５】本発明の第１の実施形態に係るテレビジョン受信機のアクセス履歴送信処理のフ
ローチャートである。
【図６】本発明の第１の実施形態に係るテレビジョン受信機の特定リンク先情報記憶部に
特定リンク先情報が記憶されている様子を示す図である。
【図７】本発明の第１の実施形態に係るテレビジョン受信機がリンク先をアイコンを用い
て表示したときの表示画面を示す図である。
【図８】本発明の第１の実施形態に係るテレビジョン受信機がリンク先を一覧表示したと
きの表示画面を示す図である。
【図９】本発明の第１の実施形態に係るテレビジョン受信機のアクセス履歴記憶部にアク
セス履歴が記憶されている様子を示す図である。
【図１０】本発明の第２の実施形態に係るアクセス数集計方法を示す図である。
【図１１】本発明の第３の実施形態に係るアクセス数集計方法を示す図である。
【図１２】従来のテレビジョン受信機の構成を示すブロック図である。
【図１３】従来のテレビジョン受信機のブックマークデータ受信処理のフローチャートで
ある。
【図１４】従来のテレビジョン受信機のリンク先アクセス処理のフローチャートである。
【図１５】従来のアクセス数集計方法を示す図である。
【符号の説明】
１０…テレビジョン受信機
１１…アンテナ
１２…チューナ
１３…トランスポートストリームデコーダ
１４…バッファメモリ
１５…オーディオビデオデコーダ
１６…ＯＳＤコントローラ
１７…モニタ
２０…マイコン
２１…リモコン
２２…受光部
２３…モデム
２４…ブックマークデータ記憶部
３１…特定リンク先情報記憶部
３２…アクセス履歴記憶部
４１…テレビジョン放送システム
４２…情報サーバ
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４３…広告サイト
４４…広告主システム
４５…広告提供事業者システム
４６…ブックマーク提供事業者システム
５１…サイトデータベース
５２…アクセス履歴データベース
５３…ポータルサイト
６１、７１、８１…名称
６２、７２、８２…リンク先ＵＲＬ
８３…アクセス数
９１、９２…アイコン
９３…リンク先一覧

【図１】 【図２】
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【図７】
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